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概要	 
	 外国人患者にとって、医療機関における通訳の有無は、安心して医療を受けるために切実な問題である。また、医療従

事者にとって、言葉の通じない患者に対する医療の提供には多くの課題が存在する。そこで、本研究課題では、医療機関

において、外国人患者の多言語での応対を支援する「多言語医療対話支援システム」および医療フィールドにおいて使わ

れるさまざまな対話（医療用例対訳）の収集を促進する「多言語医療対話用例収集システム」を構築した。	 

	 

Abstract 
Providing medical treatment to a patient who cannot understand the language can become a major 

problem for health professionals. In fact, the presence of an interpreter in the medical treatment facility could 
become a matter of life and death for foreign patients. In this study, we developed two multilingual support systems 
that are aimed at addressing this situation. The first is a multilingual medical conversation support system that can 
support the reception by foreign patient's several languages in the hospital. The other is a multilingual medical 
conversation sentence collection system that is designed to allow a survey of the various types of doctor–patient 
conversations used in the hospital. 
 
１．まえがき  
	 外国人患者にとって、医療機関における通訳の有無は、

安心して医療を受けるために切実な問題である。また、医

療従事者にとって、言葉の通じない患者に対しての医療の

提供は多くの課題が存在する。例えば、患者の治療に対す

る同意の有無が不明なだけでなく、患者の既往症の有無な

ど、医療を提供するために必要最低限の情報取得が困難で

あるため、医療過誤のおそれなどの問題を抱えている。上

記の問題を解決するために、外国人患者と医療従事者の対

話を対象とし、信頼性のあるコミュニケーションが可能な

多言語対話用例プラットフォームとして、多言語医療対話

支援システムおよび多言語医療対話用例収集システムの

構築を研究目的とする。	 

	 

２．研究内容及び成果  
２.１	 多言語医療対話支援システム	 

（１）システムの目的	 

	 多言語医療対話支援システムは、医療機関内において外

国人患者と日本人医療従事者がコミュニケーションを行

うためのシステムである。	 

（２）システムの概要	 

	 多言語医療対話支援システムの機能として、「受診科決

定支援」「患者情報の取得支援」「受診・検査受付の案内」

「院内の道案内」「Ｑ＆Ａ」などがある。システムの提供

形態としては、固定型のタッチパネル型のシステム、携帯

型のシステム（受診科決定支援の結果）がある。また、受

診科決定支援機能については、Web 上でも利用可能である。	 

	 例えば、「受診科決定支援」は、症状のある部位と症状

を選ぶことによって、病院スタッフに自分の病状を知らせ

ることができる。図１に、多言語医療対話支援システムの

受診科決定支援の画面例を示す。画面上の言葉は、患者の

母語で表示される。日本人医療従事者は、画面右上の日本

語表示ボタンを押すことで、いつでも画面内の表示内容を

日本語で確認することが出来る。	 

	 システムの対応言語は、中国語、韓国・朝鮮語、ポルト

ガル語、英語、日本語、やさしい日本語である。	 

	 

 
図１	 多言語医療対話支援システムの	 

受診科決定支援の画面例	 
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（３）システムの利用状況	 

	 多言語医療対話支援システムは、２０１０年４月現在、

４病院（京都市立病院、京都大学医学部付属病院、聖路加

国際病院、洛和会音羽病院）において、試験的に導入し運

用している。現在、システムの継続的な提供にむけた準備

を行っている。	 

	 

２.２	 多言語医療対話用例収集システム	 

（１）システムの目的	 

	 多言語医療対話用例収集システムは、医療フィールドに

おいて使われるさまざまな対話用例（医療用例対訳）を収

集するためのシステムである。	 

（２）システムの概要	 

	 多言語医療対話用例収集システムの機能として、「用例

登録機能」「用例検索機能」「プロジェクト型用例収集支援

機能」がある。「用例検索機能」は、入力された検索内容

を利用して、あいまいな検索が可能な仕組みを持つ。図２

に「あいまい検索」の結果の例を示す。「プロジェクト型

用例収集支援機能」は、用例登録に協力してもらうために

開発した機能であり、テーマを決めて、一定期間内の用例

収集を促進する。図３にプロジェクト型用例収集支援機能

の例を示す。	 

	 システムの対応言語は、日本語、英語、中国語、韓国・

朝鮮語、ポルトガル語、スペイン語、ベトナム語、タイ語、

インドネシア語である。	 

	 

	 
図２	 多言語医療対話用例収集システムの	 

「あいまい検索」の結果の例	 

	 

	 
図３	 多言語医療対話用例収集システムの	 

プロジェクト型用例収集支援機能の例	 

	 

（３）システムの利用状況	 

	 多言語医療対話用例収集システムは、精度の高い対話用

例の収集を目指しているため、登録制で試用を行っている。

本システムは、２００９年１２月から試験的に登録者へ公

開している。２０１０年３月から登録しない状態でもある

程度試用可能な状態で公開している。現在、約６０００件

の用例が登録されている。用例を登録可能な登録者は１９

０名である。登録者は、医療従事者、医療通訳者や一般の

利用者である。	 

	 

３．むすび	 
	 本研究課題では、外国人患者と医療従事者のための「多

言語対話用例プラットフォーム」として、「多言語医療対

話支援システム」および「多言語医療対話用例収集システ

ム」を研究開発した。	 

	 多言語医療対話支援システムは、現在、４医療機関への

試験的な導入しており、実利用を通じて、評価を行ってい

る。多言語医療支援のニーズは非常に高く、複数の医療機

関から問い合わせもあり、システムが社会的に認知される

につれて、着実な普及を見せている。	 

	 多言語医療対話用例収集システムは、２００９年１２月

から試験的に公開し、用例対訳の収集を進めており、収集

用例数も継続的に増加している。	 

	 「観光立国推進基本計画」や「国際化拠点整備事業（グ

ローバル３０）」など国際化推進の施策が次々と進められ

ており、生活しやすい環境の一つとしての多言語環境の提

供の重要性は急速に高まると考えられる。今後、本研究成

果の継続、発展を目指す。	 
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